
 

 

 

 
 

 

 

 

地域安全マップづくりモデル事業実施結果報告会 

の開催について 

 

石川県では、子どもの連れ去りや不審者による声かけなどが多発している状況を 

踏まえ、地域の防犯力向上を図ることを目的に、今年度、新たな取組みとして、 

マニュアルを作成の上、県内３地区（金沢・加賀・能登）において、地域防犯の 

専門家の指導の下、地域が一体となって地域安全マップを作成するモデル事業を実施

しました。 

 

報告会は、モデル事業に取り組んでいただいた各地区の方々や関係機関の皆様に 

お集まりいただき、改めてモデル事業を検証し、ご意見をマニュアル等に反映させる

ことにより地域安全マップづくりの取組みを県内普及させることを目的に、下記のと

おり開催します。 
 
 
 

１ 日 時      平成３１年１月２３日（水） １０時～ 

 

２ 会 場      県庁１４階 １４０５会議室 

 

３ 参加者   モデル事業に取組んだ３地区の代表者 

         北陸大学山本啓一教授 

         地元市、関係団体、警察本部、教育委員会 ほか 
         （なお、この他モデル事業の実施に協力いただいた北陸大学 
          学生が傍聴する予定です。） 

 
 
 
 

※ 地域安全マップとは、子どもが自ら通学路や遊び場などを点検し、周りから見え

にくい、外部から誰もが入りやすい、といった視点から犯罪が起こりやすい場所

を地図に表す作業を通して、日常生活の中で危険な場所を判断する力を身に付け、

近づかない、警戒する意識を育む取組み。 
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